
ザ
ラ
し
た
舌
ざ
わ
り
に
ス
ッ
パ
イ
も
の
で
し
た
。
な
れ
る
に
つ

れ
こ
の
ス
ッ
パ
さ
が
よ
く
な
っ
た
も
の
で
す
。
と
に
か
く
ひ
も

じ
く
て
何
か
食
べ
る
も
の
は
な
い
か
と
話
し
合
う
の
は
、
ぼ
た

も
ち
・
赤
飯
・
お
や
き
等
そ
の
つ
く
り
方
等
々
食
べ
物
の
話
を

尽
き
な
く
し
た
も
の
で
す
。

日
本
人
は
ま
こ
と
に
器
用
な
も
の
で
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
針
金

で
縫
い
針
、
導
線
の
皮
膜
か
ら
縫
い
糸
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
ろ

う
紙
か
ら
ち
り
紙
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
。
二
年
目
か
ら
壁
新
聞
、

日
本
新
聞
等
が
掲
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
我
々
も
日

本
字
が
懐
か
し
く
壁
新
聞
の
編
集
の
一
員
に
な
り
、
共
産
党
宣

言
な
ど
を
詳
解
す
る
仕
事
も
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
年
の
夏
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
あ
る
日
、
物
干
し
場
で
小

学
校
、
商
業
学
校
、
軍
隊
、
カ
ラ
カ
ン
ダ
で
も
一
緒
と
い
う
友

達
と
会
い
（
彼
は
炊
事
員
）
私
の
冬
服
、
彼
の
夏
服
を
交
換
し
、

再
会
を
約
し
て
帰
り
ま
し
た
。
カ
ラ
カ
ン
ダ
か
ら
貨
車
で
ナ
ホ

ト
カ
ま
で
約
一
か
月
、
舞
鶴
に
上
陸
、
我
が
家
へ
の
到
着
は
昭

和
二
十
二
年
十
月
十
二
日
、
氏
神
様
の
祭
礼
の
日
で
し
た
。

し
か
し
、
ひ
も
じ
く
て
栄
養
失
調
、
凍
傷
、
事
故
等
で
不
運

に
も
死
ん
だ
多
く
の
戦
友
が
い
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
を
見
送

り
ま
し
た
が
、
土
が
凍
っ
て
ツ
ル
ハ
シ
を
振
る
っ
て
も
氷
を
か

く
よ
う
で
ほ
ん
の
少
し
し
か
掘
れ
ま
せ
ん
。
寒
い
し
疲
れ
て
い

る
し
で
、
い
つ
ま
で
も
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ず
、
遺
体
の
上
に

そ
の
氷
片
を
乗
せ
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。
本
当
に
死
ん
だ
人
は

か
わ
い
そ
う
で
す
。
今
、
シ
ベ
リ
ヤ
会
と
し
て
平
田
市
に
百
十

人
の
会
員
が
お
り
ま
す
が
、
会
う
ご
と
に
偲
ん
で
い
る
次
第
で

す
。

第
四
十
五
収
容
所
二
か
年
の
記
　 

島
根
県
　
箱
上
春
市
　 

一
、
終
戦
か
ら
シ
ベ
リ
ア
収
容
所
に
至
る

中
支
湖
北
省
当
陽
、
宜
昌
付
近
に
あ
り
て
戦
っ
て
い
た
第
三

十
九
師
団
（
藤
部
隊
）
は
昭
和
二
十
年
四
月
中
旬
夜
行
軍
に
よ

り
満
州
へ
転
進
を
開
始
、
七
月
下
旬
師
団
主
力
は
奉
天
か
ら
新

京
の
間
に
到
着
し
た
が
、
八
月
十
五
日
疲
労
こ
ん
ぱ
い
の
う
ち

に
終
戦
と
な
り
、
同
月
下
旬
武
装
解
除
、
そ
し
て
涙
の
中
に
軍

旗
を
奉
焼
、
大
命
に
よ
っ
て
一
戦
も
交
え
ぬ
ソ
連
軍
に
従
い
九



月
上
旬
四
平
街
郊
外
の
楊
木
林
に
集
結
、
関
東
軍
の
一
部
（
戦

車
隊
と
鉄
道
隊
）
と
と
も
に
千
五
百
人
ず
つ
の
集
成
大
隊
を
編

成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

私
は
集
成
第
五
大
隊
に
編
入
さ
れ
て
工
兵
第
三
十
九
連
隊
長

今
井
中
佐
の
指
揮
下
に
入
っ
た
が
、
第
五
中
隊
長
富
永
大
尉
の

急
死
に
よ
り
当
該
中
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
二
百
五
十
人
（
歩
兵

第
二
三
二
連
隊
第
七
中
隊
、
同
第
十
中
隊
の
二
個
分
隊
、
同
連

隊
の
混
成
二
個
分
隊
及
び
鉄
道
隊
の
一
個
中
隊
）
を
指
揮
し
て

九
月
十
五
日
ソ
連
の
軍
用
列
車
に
よ
り
楊
木
林
駅
を
出
発
、
四

日
目
の
朝
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
入
っ
た
が
、
満
州
出
発
時
ソ
連
の

輪
送
指
揮
官
（
大
尉
）
の
言
っ
た
「
日
本
人
を
朝
鮮
経
由
で
帰

国
さ
せ
る
の
は
危
険
だ
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
日
本
の
港

に
直
行
さ
せ
る
」
と
は
裏
腹
に
、
列
車
は
西
北
方
に
向
か
っ
て

走
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

「
な
ぜ
う
そ
を
つ
く
ん
だ
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
日
本
へ
帰

す
と
言
っ
た
で
は
な
い
か
」
と
抗
議
し
た
が
、
大
尉
は
と
ぼ
け

て
「
お
れ
は
命
令
に
従
っ
て
い
る
だ
け
だ
」
と
、
車
中
に
お
け

る
談
判
も
押
し
問
答
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
第
一
日
の
夕
刻
、
落
胆
し
た
若
い
弱
い
兵
士

二
人
が
シ
ョ
ッ
ク
で
死
亡
し
た
が
、
集
成
第
五
大
隊
の
最
初
の

犠
牲
者
で
痛
ま
し
い
限
り
で
あ
っ
た
。

「
我
々
は
シ
ベ
リ
ア
送
り
だ
、
牛
馬
の
ご
と
く
働
か
さ
れ
る

の
だ
」
と
半
ば
諦
め
て
は
い
た
も
の
の
、
と
に
も
か
く
に
も
広

漠
た
る
シ
ベ
リ
ア
に
驚
く
ば
か
り
、
林
の
中
を
二
日
間
走
る
と

思
え
ば
、
大
平
原
を
三
日
と
い
う
よ
う
に
、
こ
と
に
バ
イ
カ
ル

湖
畔
を
丸
二
日
と
列
車
は
西
へ
西
へ
と
走
り
続
け
、
バ
イ
ナ
ウ

ル
か
ら
支
線
に
入
り
ウ
ラ
ル
山
脈
、
パ
ミ
ル
山
麓
の
ザ
ッ
シ
ー

デ
駅
に
着
き
下
車
し
た
の
が
十
月
二
十
八
日
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
約
十
キ
ロ
行
軍
で
収
容
所
へ
、
折
か
ら
猛
吹
雪
と
な

り
シ
ベ
リ
ア
の
冬
到
来
の
早
い
の
に
驚
き
な
が
ら
収
容
所
に
入

り
、
無
理
を
し
て
運
ん
だ
梱
包
は
も
ち
ろ
ん
被
服
糧
秣
を
残
ら

ず
剥
奪
さ
れ
外
套
、
雑
の
う
、
水
筒
だ
け
の
丸
腰
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

五
棟
（
五
段
）
の
古
び
た
収
容
所
は
後
日
知
り
得
た
ウ
ス
カ

メ
ノ
ゴ
ル
ス
ク
第
四
十
五
収
容
所
第
二
分
所
で
、
我
が
第
五
中

隊
は
最
下
段
第
五
棟
の
土
間
で
体
を
寄
せ
合
い
寒
さ
に
震
え
な

が
ら
一
夜
を
明
か
し
た
が
、
翌
朝
二
十
数
台
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク

が
待
機
し
て
い
た
。



集
成
第
五
大
隊
は
工
兵
連
隊
（
久
野
大
尉
以
下
五
百
人
）
を

残
し
今
井
大
隊
長
以
下
主
力
は
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
ア
ル
タ
イ

山
脈
を
越
え
、
翌
日
タ
ウ
ス
カ
メ
ノ
ゴ
ル
ス
ク
郊
外
に
あ
る
第

三
分
所
に
収
容
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

十
一
月
十
五
目
か
ら
全
員
の
身
体
検
査
が
あ
り
一
級
か
ら
四

級
に
区
分
さ
れ
、
一
級
は
地
下
三
百
メ
ー
ト
ル
の
鉱
山
作
業
、

二
級
は
地
上
の
土
木
作
業
、
三
級
は
収
容
所
内
の
軽
作
業
、
四

級
は
入
院
入
室
と
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

い
た
し
方
な
く
今
井
大
隊
長
は
中
、
小
隊
長
を
招
集
、
各
作

業
隊
の
新
編
成
（
鉱
山
作
業
隊
三
個
中
隊
、
地
上
作
業
隊
）
を

行
い
私
は
地
上
作
業
隊
長
と
し
て
三
百
六
十
人
を
指
揮
す
る
こ

と
と
な
り
、
こ
の
と
き
が
名
実
と
も
に
真
の
飢
え
と
寒
さ
と
苦

役
と
の
闘
い
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

二
、
地
上
作
業
隊
と
鉱
山
作
業
隊

地
上
作
業
を
大
別
す
る
と
■
オ
ッ
ク
ス
作
業
（
穴
掘
り
整
地

及
び
建
築
）
■
カ
ー
メ
ン
カ
リ
エ
ル
（
石
割
り
作
業
）
■
オ
ー

エ
ム
（
鉄
工
、
鍛
冶
）
■
ゾ
ー
ナ
（
収
容
所
内
の
雑
役
）

鉱
山
作
業
は
三
個
中
隊
約
六
百
人
が
三
交
代
（
早
朝
出
勤
を

一
番
方
、
午
後
二
時
出
勤
を
二
番
方
、
夜
出
勤
を
三
番
方
）
で
、

鉱
石
を
掘
り
、
良
石
と
廃
石
と
に
選
別
処
理
す
る
重
労
働
で
あ

る
。昭

和
二
十
年
も
師
走
に
入
る
と
零
下
三
十
度
、
四
十
度
台
が

続
き
、
こ
と
に
オ
ッ
ク
ス
、
カ
ー
メ
ン
の
地
上
作
業
は
飢
え
プ

ラ
ス
寒
冷
、
そ
の
上
日
々
の
ノ
ル
マ
が
酷
で
男
泣
き
す
る
毎
日

で
、

凍
傷
患
者
の
多
発
を
最
も
心
配
し
出
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。

凍
土
を
鉄
棒
で
崩
し
、
こ
れ
を
除
去
し
て
石
を
割
る
カ
ー
メ

ン
作
業
を
は
じ
め
穴
掘
り
等
の
オ
ッ
ク
ス
作
業
で
は
二
時
間
ご

と
の
休
憩
十
分
間
も
、
バ
ラ
ッ
ク
内
で
す
る
ソ
連
労
務
者
と
異

な
り
、
現
場
の
雪
の
上
に
お
い
て
の
休
憩
で
あ
る
。
ま
た
鉱
山

作
業
で
は
ソ
連
の
労
務
係
な
ど
の
日
本
人
い
じ
め
が
日
々
に
増

大
し
て
ゆ
く
と
い
う
険
悪
な
状
況
が
続
い
て
い
た
。

私
ら
中
隊
長
は
強
引
に
収
容
所
に
申
し
出
て
、
監
督
補
佐
と

し
て
現
場
に
出
勤
す
る
こ
と
を
認
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

十
二
月
三
日
私
は
現
場
に
至
り
、
ま
ず
日
本
の
兵
士
に
秘
策

を
伝
え
、
現
場
監
督
イ
ワ
ノ
フ
に
交
渉
し
た
。「
ソ
連
の
人
夫

は
バ
ラ
ッ
ク
内
で
暖
炉
を
囲
ん
で
休
憩
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ

日
本
人
だ
け
雪
の
上
で
休
憩
さ
せ
る
の
か
、
人
種
差
別
は
し
な

い
と
か
、
世
界
の
人
類
は
す
べ
て
平
等
だ
と
い
っ
て
い
る
の
は



偽
善
か
、
そ
れ
と
も
現
場
監
督
の
不
都
合
な
の
か
ど
う
だ
」
…

理
に
詰
ま
っ
た
イ
ワ
ノ
フ
は
直
ち
に
了
解
し
た
。

そ
し
て
昼
の
休
憩
時
ペ
ー
チ
カ
を
囲
ん
で
い
る
ソ
連
人
に
向

か
い
「
あ
な
た
た
ち
は
東
京
の
歌
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
」

と
言
う
と
、
も
ち
ろ
ん
だ
れ
一
人
知
る
者
は
な
く
「
そ
り
ゃ
い

い
、
ぜ
ひ
東
京
の
歌
を
…
」
と
所
望
し
た
の
で
「
日
本
の
兵
隊

が
全
員
で
合
唱
す
る
の
で
暖
炉
を
日
本
人
に
囲
ま
せ
て
く
れ
」

と
、
口
伴
奏
に
よ
り
軍
歌
式
に
復
唱
し
東
京
音
頭
を
十
番
ま
で

合
唱
し
た
と
こ
ろ
、
コ
ー
ラ
ス
好
き
の
ソ
連
人
は
監
督
以
下
大

拍
手
喝
采
で
、
ソ
連
人
に
も
ま
し
て
喜
ん
だ
の
は
日
本
人
。
十

分
の
休
憩
が
二
十
分
と
な
り
、
暖
炉
を
囲
ん
だ
日
本
の
兵
士
は

顔
を
紅
潮
さ
せ
て
暖
を
と
り
、
以
来
休
憩
の
問
題
は
解
決
し
た
。

こ
れ
が
オ
ッ
ク
ス
作
業
の
成
果
を
収
め
て
い
く
因
と
な
り
、

労
務
係
中
尉
の
笑
顔
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
十
二
月
中
旬
と
も
な
れ
ば
気
温
は
極
度
に
下

が
り
零
下
四
十
度
を
上
下
し
、
四
十
度
を
下
る
日
も
あ
り
、
凍

土
の
厚
み
が
増
し
、
ノ
ル
マ
五
、
八
立
方
メ
ー
ト
ル
の
穴
掘
り

作
業
等
は
困
窮
の
度
を
加
え
、
一
日
三
百
グ
ラ
ム
の
パ
ン
と
ど

ん
ぶ
り
一
杯
の
水
ス
ー
プ
（
中
味
の
な
い
）
で
は
い
か
に
し
て
も

無
茶
苦
茶
の
酷
使
で
あ
る
。

か
く
し
て
昭
和
二
十
年
も
終
わ
り
二
十
一
年
の
正
月
を
迎
え

た
が
、
郷
愁
の
募
る
異
国
で
の
新
正
で
あ
っ
た
。

収
容
所
内
各
室
の
暖
炉
用
燃
料
（
牛
馬
の
糞
を
乾
燥
し
て
加

工
）
は
な
く
な
り
、
収
容
所
長
に
交
渉
す
る
も
「
日
本
人
が
無

計
画
で
使
用
し
た
か
ら
だ
」
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
。
我
々
が
震

え
る
夜
を
過
ご
し
た
厳
冬
の
一
月
、
二
月
で
あ
り
、
半
年
近
く

も
無
入
浴
の
た
め
痒
々
（
か
い
か
い
）
や
夜
、
毛
ジ
ラ
ミ
の
襲

撃
に
悩
ま
さ
れ
て
身
の
お
き
ど
こ
ろ
に
苦
し
ん
だ
の
も
こ
の
こ

ろ
で
あ
っ
た
。

中
央
ア
ジ
ア
バ
ル
ハ
シ
鉱
山

苦
闘
粉
塵
吸
入
労
働
実
記
　 

北
海
道
　
渡
辺
健
一
　 

一
、
第
一
四
八
師
団

私
ど
も
バ
ル
ハ
シ
戦
友
会
は
当
時
関
東
軍
隷
下
各
部
隊
に
い

た
兵
士
で
す
が
、
終
戦
直
後
満
州
首
都
新
京
で
再
編
成
さ
れ
た




